
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデル校区においては、前年度の課題を踏まえて、初めは少人数での交流（上田こども園○○組とあ

ゆみ保育園など）を行い、最後は、３園合同で交流活動を実施していました。結節点（上田こども園）

が作成した立案をもとに、「子ども達が楽しめる内容は？」「準備するものは？」など、お互いの意見

や考え、活動のねらいなどを確認し合いながら話し合う姿が見られました。 

保幼こ小のかけはしプログラム通信  

Ｎｏ.５-➀     
令和６年１２月発行 

作成者：譜久村  

本市では、令和6年度から令和8年度までの3年間、上田小学校区（上田小学校・上田こども

園・あゆみ保育園・へいわだい認定こども園）を架け橋プログラムのモデル校区とし、保幼こ小の

架け橋期の教育の充実をめざしています。この通信では、モデル校区の取組を紹介していきます。

今回は、幼児教育施設間の連携（職員間の交流）の取組について紹介します。 

豊見城市幼児教育センター  

子どもの姿が出発点 ～「接続の質」を高める保幼こ小連携をめざして～ 

モデル校区の幼児教育施設同士が結節点（上田こども園）に集まり、交流計画についての話し合いを

行っていました。各施設の年間計画を持ち寄り、前年度の取組を参考にしながら日程調整をしていま

した。 

★６月１２日 交流計画の日程を調整する★  

〇年間計画と前年度の取組（資料）を持ち寄る 
 ・・連携担当者は、引継ぎをしっかりすることが大切で

す。 

〇目的を確認し、役割分担をする 
 ・各施設が連携の目的や役割について 

話し合い、それぞれが自分事として関 

わることが大切です。 

取組から見えてきたポイント➀ 

※交流活動打ち合わせ（活動記録計画書作成） 

活動実施園が活動計画作成。 

詳細は事前に連絡を取り合う。TELorFAX 

時間帯：10：00～11：15 ※ ●→活動実施園 

★１０月１８日 ３園合同交流活動について話し合う★  

前年度はこのよ

うな感じで交流

していました 

こういう遊

びは？ 

楽しそうで

すね！ 

〇お互いでねらいや内容などを検討する 

 ・双方にとって学びのある交流活動にする 

ことが大切です。 

取組から見えてきたポイント➁ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊見城市幼児教育センター 

★１１月６日 架け橋期のカリキュラムについて話し合う（１回目）★ 

モデル校区では、カリキュラムについて検討する前に、お互いを知ることから始めていました。各施

設の保育理念や方針、目標、それぞれの保育観や子ども像などを共有しながら話し合いを深める様子

が見られました。1回目では、【「１月～３月」までの内容を考える】をテーマに、話し合いが行われ

ました。 

〇お互いの保育観や子ども観を知ることから始める 

 ・カリキュラムを作成することのみを目的とするのではなく、

お互いが立場を超えて対話をしながら「子ども」や「保育」

について相互理解を深めることが大切です。 

〇時期を区切って大切にしたい共通の視点を考える 

 ・・対話を通して見えてきた共通の視点などをカリキュラムのひ

な型（紙）に書き込み、それぞれの施設で再度 

持ち帰って具体的な活動や援助、環境構成の工夫 

について検討することが大切です。 

 

取組から見えてきたポイント③ 

子ども達には自信

をもって入学して

ほしいですね 

★１２月１０日 架け橋期のカリキュラムについて話し合う（２回目）★ 

１１月６日に引き続き、第２回目の架け橋期のカリキュラムについて検討が行われました。２回目では、

それぞれの施設が自園において１月～３月までの・【校区で共通して取り組みたい活動】と【指導上の配

慮事項】について考えた内容を持ち寄り、すり合わせを行っていました。 

上田こども園 へいわだい認定こども園 

あゆみ保育園 

〇各園で大切にしたいことを可視化し共有する 

 ・・各園で考えてきたことを担当者（参加者）が意図や目的などを含めながら説明し、共通理解を深

めることが大切です。 

取組から見えてきたポイント➃ 

モデル校区では、横の連携を充実させながらお互いにとって学び（恵み）のある職員間

交流がなされています。校区の実態に合った無理のない取組が大切ですね。令和７年度

からは、保幼こ小が連携・協働できる体制づくりの支援をしていきたいと思っています。 


